
平
成
三
十
年
二
月
十
三
日
受
領

答

弁

第

五

四

号

内
閣
衆
質
一
九
六
第
五
四
号

平
成
三
十
年
二
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
「
米
国
の
「
核
態
勢
の
見
直
し
（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
）
」
の
公
表
に
つ
い
て
」
（
外
務
大
臣
談
話
）
に

関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
「
米
国
の
「
核
態
勢
の
見
直
し
（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
）
」
の
公
表
に
つ
い
て
」（
外
務
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に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
平
成
三
十
年
二
月
二
日
（
現
地
時
間
）
に
米
国
防
省
が
公
表
し
た
「
核

態
勢
の
見
直
し
」
に
お
い
て
、
「
米
国
は
、
米
国
、
そ
の
同
盟
国
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
国
の
死
活
的
利
益
を
守
る
べ
き
極
限
の

状
況
に
お
い
て
の
み
核
兵
器
の
使
用
を
検
討
す
る
。
極
限
の
状
況
に
は
、
重
大
な
非
核
戦
略
攻
撃
が
含
ま
れ
得
る
。
」
旨
述

べ
ら
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

米
国
は
、
従
来
か
ら
、
非
核
兵
器
に
よ
る
攻
撃
に
対
し
て
核
兵
器
の
使
用
を
検
討
す
る
こ
と
を
排
除
し
て
お
ら
ず
、
御
指

摘
は
当
た
ら
な
い
。


